
助産学専攻科における入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー） 

 

 

１．基本理念  

女性の各ライフサイクルにおける助産に必要な専門知識と実践力を有し、地域社会の母子保健の

発展に貢献できる豊かな人間性を有する助産師を育成します。 

 

２．人材育成目標 

 (1) 女性とその家族の健康問題や地域の課題に関心を持って取り組める助産師 

(2) 多様な価値観を柔軟に受け入れ理解できる助産師 

(3) 女性とその家族に寄り添い、かつ、理知的な判断ができる助産師 

(4) 職業的アイデンティティを持ち、他職種とともに活動できる助産師 

 

３．求める学生像 

 (1) 諸問題を多角的に捉え柔軟に対応するために必要な、幅広い基礎学力を有している人 

(2) 積極的に他者と関わり、相互理解に努めようとする態度を有している人 

(3) 看護を基盤とした倫理観、コミュニケーション能力を有している人 

(4) 助産の基礎を学ぶために必要な看護の学力と技術を有している人 

(5) 助産に対する課題に関心を持ち、解決する意欲と行動力を有している人 

 

４．入学者選抜の基本方針 

 (1) 知識・技能 

・ 看護の基礎知識と技術を修得しているかどうかを重視します。 

・ 広く社会に関心を持ち、課題を探究する態度が涵養されていることを求めます。 

(2) 思考力・判断力・表現力 

・ 客観的事実や科学的根拠に基づき論理的に意見を述べる能力を求めます。 

・ 課題解決に向け発展的な態度で意見を述べられる能力を求めます。 

(3) 主体性・協働性 

・ 助産師として社会に貢献する意欲が備わっていることを求めます。 

・ 他職種と協働して課題を解決する志向を備えていることを求めます。 

・ 自律して学修できる能力を求めます。 


